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文時代後期中葉から後葉と推定される住居２軒 (SI015・

SI016) を検出し、そのうち SI016 は複数の住居が重複し

ていると推定される。また、トレンチ中央部から南部にか

けて貝層３か所を検出した。貝層１では破砕された二枚貝

などが多く堆積し、遺物は後期中葉が主体で、貝層２はイ

ボキサゴが主体で堆積している貝層であり、遺物は後期中

葉が主体であった。貝層３は破砕された二枚貝やイボキサ

ゴなど貝の堆積のほかに、シカと推定される獣骨と石棒片、

ミミズク形土偶片なども出土し、後期中葉から後葉にかけ

ての遺物が出土した。これらから、貝層によって堆積して

いる貝類や遺物が異なる状況も確認した。

　42 トレンチ (第 23 図 ) 　中央窪地範囲の北部に設定し

た。トレンチからは住居などの遺構は検出しなかったが、

断面より、北から南に向かって緩やかな地形の傾斜を確認

し、中央窪地の痕跡を検出した。

出土遺物　縄文時代後期の堀之内１式から晩期前半期の安

行３ｂ式土器が出土している。３～５は堀之内１式土器。

１は堀之内１～２式。推定口径は 25.2 ㎝で、胴中部は「く」

字形に屈折している。口唇部には沈線を１条巡らしてい

る。胴部上半分には円形刺突文・３本単位の沈線文・斜縄

文を施文しており、沈線文内の斜縄文は磨消している。６

～ 14 は加曽利Ｂ式土器。６～ 11 はＢ３式精製土器で、11

は浅鉢、12 ～ 14 は紐線文系粗製土器。２・15 ～ 17 は曽

谷式土器で、２・15・16 が精製土器、17 が紐線文系粗製

土器。２は胴下部がほぼ完存しており、底径 5.6 ㎝、現存

高 12.4 ㎝。胴部の文様は、上から沈線文を伴う刻目文、

単節ＬＲを充填した７単位の半弧入組文、単節ＬＲを施文

した縄文帯である。底面は荒れていて、木葉痕・網代痕は

確認できない。16 は波状口縁の深鉢の突起片。17 は曽谷

式の紐線文系粗製土器。18 ～ 34 は後・晩期の安行式土器。

18 は１式精製土器。19 は２～３ａ式精製土器。20 は安行

式土器に付けられた注口部だと思われる。21 ～ 23 は後期

～晩期の台付鉢で、22 は４つの透かし孔と赤彩が認めら

れた。24 は３ａ式土器。25 ～ 34 は３ｂ式で、25 ～ 30 が

精製土器、31 ～ 34 が粗製土器。30 は台付鉢の脚部片であ

る。35 は丸底の鉢で、前浦式かと思われる。　

まとめ　今回の調査では貝層の外側から内側にかけてトレ

ンチを設定し、貝層の外側では縄文時代後期前葉頃の住居

や土坑を検出した。貝層堆積箇所の 41T では貝層を３か所

検出し、後期中葉から後葉頃の住居２軒を検出した。貝層

外側に設定した 40T よりも出土遺物が新しい、加曽利 B式

から後期安行式土器が主体となって出土した。中央窪地部

の 42T では、断面より地形の緩やかな傾斜を確認し、出土

遺物も縄文時代晩期の土器が主体となって出土した。これ

らの調査結果より、過去の調査で推定されていた、貝塚外

側から内側にかけての時期的な変化について遺構や遺物よ

り確認できた。また、一部の覆土は地表面より約 20 ㎝程

度で検出したことから、これらの情報に基づいて今後適切

な整備を行っていく必要がある。

第３節　山野貝塚第９次調査　

（第 27・28 図、図版４）
調査方法　3,865 ㎡を対象として、第８次調査で１ｍ×

100ｍの範囲内で一直線上に設定した貝層部分の41T及び、

貝層内側の 42T 間の未掘削地点であった地点に、1ｍ× 15

ｍトレンチ１本 (43T) の掘削及び、貝層外側の 40T の地点

を一部再掘削して１ｍ×２ｍ幅で深掘調査を行い、42T は

全体を再掘削し中央窪地部分の傾斜の再確認と、１ｍ×２

ｍ幅で深掘調査を実施した。また、土壌分析用のサンプル

を両深掘箇所から採取した。各作業は人力で行った。

検出遺構　43 トレンチ ( 第 28 図 )　トレンチの西側で

41T の延長した貝層１か所と、トレンチ中央部では住居に

伴う柱穴と縄文時代晩期と推定される住居１軒 (SI017) を

検出した。トレンチ南側では断面から中央窪地と推定され

る北から南に向かっての傾斜と縄文時代後期後葉から晩期

にかけての遺物が主体となって出土した。

　そのほか、再掘削した 40T と 42T で深掘調査を実施し、

貝層外側の 40T では基本土層を捉えたのに対し、42T では

立川ローム層Ⅵ層より上の土層が消失している状況を肉眼

で確認し、貝層の外側と内側で土層堆積が異なる状況を確

認した。

出土遺物　縄文時代後期の堀之内１式から晩期前半期の安

行３Ｃ式土器と大洞系土器が出土しており、主体となるの

は安行３ｂ式土器だと考えられる。１・２は堀之内１式土

器で、１は胴部片、２は橋状把手片。３～６は加曽利Ｂ式

土器で、３はＢ２式精製土器の深鉢、４はＢ３式精製土器

の浅鉢、５・６は紐線文系粗製土器。７は曽谷式の精製土器。

８～ 19 は後・晩期の安行式土器。８は、後・晩期安行式

土器に付けられたと考えられる注口部の破片。９・10 は

３ａ式の波状口縁の精製土器。11 は３ｂ式の波状口縁の
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精製土器。12 は３ｂ式の台付鉢の脚部片で、円形の透か

し孔が穿たれている。13 ～ 16 は３ｂ式の粗製土器。17 ～

19 は３Ｃ式土器。17 は口唇部直下に列点文を巡らしてい

るが、左端のものは列点文ではなく、焼成後の未貫通の穿

孔である。18 は鉢であろうか。口縁部には小突起を２個

設け、口唇部直下には円形の大きな孔を穿っている。内面

には、短沈線文を２条巡らしている。20・21 は大洞系土器。

21 は口縁部の１／４周程度が遺存し、推定口径は 12.2 ㎝。

口縁部には２個一対の小突起を４単位以上設けており、口

縁部と胴部との境に瘤を１個設けている。

まとめ　調査した 43 トレンチからは縄文時代後期後葉か

ら晩期にかけての遺構や遺物が出土した。また、第８次調

査で掘削した貝層外側の 40T と中央窪地部の 42T を再掘削

したうえで深掘を実施し、貝層外側の 40T では基本土層の

堆積を確認したが、貝層内側の 42T では立川ローム層Ⅵ層

より上の土層が消失していた。42T の北東側に位置する第

１次調査で盛土遺構が検出されている状況から、当地点は

中央窪地空間を造営するため、人為的な削平が行われ、中

央窪地部を形成していた可能性が推定される。

第４節　山野貝塚第 10 次調査　

（第 29・30 図、図版５）
調査方法　1,615 ㎡を対象として中央窪地と推定される場

所の南部について把握するために１ｍ× 32 ｍのトレンチ

１本 (44T) を南北方向に設定し、トレンチ内の２か所に１

ｍ×２ｍの幅で深掘調査を実施し、土壌分析用のサンプル

を各箇所で採取した。各作業は人力で行った。

検出遺構　44 トレンチ ( 第 29 図 ) トレンチからは第８・

９次調査の 42T で確認した中央窪地の痕跡と同様に、断面

より傾斜を確認した。傾斜は南から北に向かって緩やかに

傾斜していた。またトレンチ南部より縄文時代晩期と推定

される住居１軒 (SI018) を確認した。また、確認面の１層

上で検出した黒色土層より、縄文時代後期後葉から晩期の

遺物が多く出土したが、その中でも晩期の遺物が主体と

なって出土した。

出土遺物　縄文時代後期の堀之内１式から晩期前半期の安

行ｂＣ式土器と大洞系土器が出土しており、主体となるの

は安行３ｂ式土器だと考えられる。１～４は堀之内１式土

器。５～ 11 は加曽利Ｂ式土器で、５・６はＢ３式精製土器、

７はＢ２～３式の吊手土器、８～ 11 が紐線文系粗製土器。

12 ～ 14 は曽谷式土器。12 は精製土器。13 は小さな瘤１

個と沈線文を施文しており、異形台付土器なのかもしれな

い。14 は紐線文系粗製土器。15 ～ 53 は後・晩期の安行式

土器。15・16 は後期～晩期の台付鉢。17 は３ａ式の吊手

土器または注口土器の口縁部と思われ、外面には刻目文を

伴う小突起とボタン状小突起を施して赤彩している。18

は３ａ式の精製土器で、口縁部に円形の孔を穿っている。

19～30は３ｂ式の精製土器。31～34は３Ｃ式の精製土器。

35 ～ 50 は粗製土器で、35・36 は１式、37 ～ 38 は３ａ式、

39 ～ 50 は３ｂ式である。48 ～ 50 は細沈線文を施文して

いる。51 ～ 53 は晩期安行式土器の胴部片。54 ～ 56 は大

洞系土器。55 は口縁部に２個一対の小突起を設けている。

まとめ　44 トレンチからは中央窪地の南部と推定される

南から北に向かって地形の緩やかな傾斜と縄文時代晩期と

推定される住居を１軒検出した。遺物も中央窪地の北部と

推定される 42T と同様に晩期の遺物が主体であり、出土状

況も地山面より１層上の土層から多く出土するという状況

が共通していた。

　また、深掘調査でも 42T と同様に立川ローム層Ⅵ層より

上の土層が消失していると推定されることからも、44T の

箇所は中央窪地南部と推定される。
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　　　　第 24 図　山野貝塚（８）出土遺物②
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タカラガイ類
（８）40T

コラムサンプル 5- ②
0.1 ｇ

　　　　第 25 図　山野貝塚（８）出土遺物③
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貝刃
（８）40T コラムサンプル 4- ②
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11.4 ｇ

貝刃
（８）40T コラムサンプル 3- ①
カガミガイ（右）
19.0 ｇ

貝刃
（８）41T 4 区
ハマグリ（左）
36.0 ｇ

(１:２) ４cm０(１:１) ２cm０
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　　　　　　　　　第 27 図　山野貝塚（９）出土遺物
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石錐
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頁岩
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（８）44T
チャート
54.8 ｇ 礫器

（８）41T 1 区
凝灰岩
172.1 ｇ
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（８）41T 4 区
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128 ｇ
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（８）41T 1 区
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68.8 ｇ

欠損面
使用研磨

独鈷石
（８）42T 4 区
安山岩
171.1 ｇ
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（８）41T 4 区
粘板岩
63.3 ｇ
被熱後欠損
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（８）41T 3 区
安山岩
786.5 ｇ

垂飾
（８）41T 4 区廃土
滑石
0.5 ｇ

垂飾
（８）40T
ヒスイ
0.4 ｇ

第 26 図　山野貝塚（８）出土遺物④
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器種
出土次数・位置
石材
重さ
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　　　　　　　　　第 30 図　山野貝塚（10）出土遺物②　　
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第６章　山野貝塚動物遺体の分
析

第１節　分析の方法
　動植物遺体は、現地で取り上げられた「現地採集資料」と、

貝サンプルから検出された「貝サンプル資料」がある。貝

サンプルは貝層を調査した第８次調査 40T の６か所、41T

の５か所、および調査中に一括で採取したものがある（第

12 表）。40T はすべて堀之内１式期の土坑内（SK019）に堆

積したものである。41T は、41T-1 とした部分のみ加曽利

B 式期の貝層と判断できるが、それ以外は、トレンチ全体

から出土した土器からみて、加曽利 B式～安行１式期の範

囲でとらえられる。

　なお、今回の資料はごく部分的なものであり、調査は今

後も継続する予定なので、データの提示に留めておく。ま

た、動物骨については貝サンプルの選別から報告までの期

間が短いため、ごく一部の分析である。

　調査した貝層の年代は縄文後期前葉から後葉である。貝

層の内容や貝サンプルの採取方法・位置については、第５

章第２節に記載した。貝層からは、多量の貝類・魚類・鳥

獣類等の遺体を検出した。水洗・選別と貝類の同定は田中

と西野雅人氏が行い、分析と執筆は西野雅人氏に依頼した。

脊椎動物遺体は、坂本匠氏に同定・分析・執筆を依頼した。

第２節　貝類
１　貝種組成

　27 科 37 種以上、13,713 個体を同定した。全体ではイボ

キサゴが 81.8％と突出し、それ以外ではシオフキとハマ

グリが多い。この３種以外ではツメタガイ、マテガイ、バイ、

アサリと続く。以上は東京湾内湾域の貝塚に共通する特徴

である。一方で、比較的沖域や、富津以南に分布する岩礁・

岩礫底などに生息する多くの種が少量混じる点が、本遺跡

の特徴である。第 14 表は、組成をグラフで示したもので

ある。なお、時間幅を有するサンプルが多いが、後期前～

中葉は後期中葉に、後期中～後葉は後期後葉にまとめた。

（１）主体種と頻出種

　主体種・準主体種　81.8％を占めるイボキサゴが突出し

ており、主体種といえる。これに次ぐ準主体種は 6.6％の

シオフキと 5.0％のハマグリである。この３種は第２表の

サンプルごとにみても合計個体数が少ないもの以外の全部

に入っており、いずれもイボキサゴが最多である。この３

種で全体の 93.3％を占めており、おもにイボキサゴ漁と

シオフキ・ハマグリ漁が行われたということができる。

　頻出種　ツメタガイとマテガイも大半のサンプルに入っ

ている。ツメタガイは 40T でややまとまっていたが、それ

以外は少なく、マテガイもまとまっているサンプルは見ら

れない。

　時期別に見た特徴として、後期中葉ではシオフキよりハ

マグリが多かった。これは総括報告書の傾向とは逆である。

総括報告書において後期中葉は 10 Ｔのみであったので、

時期的な傾向を示していない可能性があることに触れて置

いたが、その考えを裏付けるものである。

　その他の種　総括報告書で指摘した、岩礁種や汽水種の

利用など、貝類資源利用の多様性は認められない。分析量

が少ないことを割り引いても、これは今回の調査地点の特

徴であるかもしれない。

２　計測値分布と小結

　イボキサゴ　殻径を計測した。総括報告での時期別平均

は、後期前葉 13.74 ㎜、中葉 14.93 ㎜、後葉 15.39 ㎜と、

時期が下るほど大きくなる傾向が認められた。40T-3 の

平均 13.10 ㎜は後期前葉としてもかなり小さいといえる。

41T-2・41T-3 の数値は前回の後期中葉よりやや小さいが

それほどの差はない。

　ハマグリ　殻長を計測した。総括報告での時期別平均は、

後期前葉 36.23 ㎜、中葉 44.09 ㎜、後葉 52.70 ㎜と、やは

り時期が下るにつれて大きくなっていた。今回は計測個体

数が少なく、安定した数値とは言えないが、40T-2・3 の

平均 33.24mm は、後期前葉としてもかなり小さいといえる。

41T-1 は前回の後期中葉の数値に近い。41T-2・3 はきわめ

てばらつきが大きく、70 ㎜を超える大型個体もかなり混

じっていた。

　シオフキ　殻長を計測した。総括報告での時期別平均は、

後期前葉 39.15 ㎜、中葉 34.77 ㎜、後葉 44.12 ㎜で、イボ

キサゴ・ハマグリとは違って単純に大きくなるパターンで

はなかった。後期中葉が小さく、後葉が一番大きかった。

40T の平均 32.45 ㎜は後期前葉としても小さい。41T-2・3

の平均 41.16 ㎜は中葉と後葉の中間の数値である。

　ツメタガイ　殻高を計測した。総括報告での時期別平均

は、後期前葉 35.58 ㎜、中葉 38.86 ㎜、後葉が 36.60 ㎜で、

トレンチ サンプル名 カット数 2・1㎜抽出 時期 備考

40T 40T-1 1 堀之内1 土坑内

40T 40T-2 1 堀之内1 土坑内

40T 40T-3 2 堀之内1 土坑内

40T 40T-4 2 4-1 堀之内1 土坑内

40T 40T-5 4 堀之内1 土坑内

40T 40T-6 9 堀之内1 土坑内

40T 混土貝層 1 堀之内1 土坑内

41T 41T-1 6 1-1 加曽利B

41T 41T-2 5 1-2・4 加曽利B～安行１

41T 41T-3 8 加曽利B～安行１

41T 4上層 1 加曽利B～安行１

41T 5上層 1 加曽利B～安行１

41T ４区獣骨出土土山 1 加曽利B～安行１

41T ４区獣骨上面貝層 1 加曽利B～安行１

41T 4区排土一括 1 加曽利B～安行１

第 12 表　山野貝塚貝サンプル一覧
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大きな差はなく、中葉がやや大きかった。今回は二つのト

レンチの計測個体を合わせても 33 個体しかなく安定した

数値とは言えないが、前回より平均はやや小さかった。

　全体として、今回の調査地点の貝類は、遺跡全体よりも

小さい傾向が認められた。

第 13 表　山野貝塚貝類同定結果
トレンチ 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T 40T
サンプル 1 2 3-1 3-2 4-1 4-2 5-1 5-2 5-3 5-4 6-1 6-2 6-3 6-4 6-5 6-6 6-7 6-8 6-9 混土

貝層
イボキサゴ 104 75 307 202 67 101 30 82 6 14 81 27 29 7 12 12 8 6 3 198
スガイ 1 1
タマキビ 1
カワニナ 1
ウミニナ科 1 1 2 1 1
ツメタガイ 5 4 11 7 2 1 3 3 2 2 2 35
アカニシ 2 1 2 2 1 1
イボニシ 1 7 4 5 1 1 1 1 2 5
アラムシロ 2 2 4 3 4 2 1 5 2 1 1 1
バイ 1 1 12 2 6 17 3 5 2 1 2 19
ハイガイ 1 1
サルボオ 1 2 6 2 2 1 3 1 1 1 2 2 5
マガキ 2 1 3 1 2
イシガイ科
シオフキ 14 33 73 50 32 28 2 21 18 27 26 32 2 10 8 3 2 2 41
バカガイ 1 3 1 1 1 1 1 1
ミルクイ
ヒメシラトリ 1 1 1
マテガイ 1 4 2 2 3 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1
カガミガイ 4 4 2 2 1 2 1 1 1 2 1 4
アサリ 2 4 1 3 2 5 1 1 1 1 4 1 6
ハマグリ 23 22 45 24 14 9 2 15 6 14 9 8 2 2 4 5 5 1 61
オキシジミ 1 1 1
オオノガイ 8 6 10 5 3 3 2 5 1 5 1 5 3 1 1 2 2 4
合計 169 152 491 312 138 162 40 163 7 51 140 73 89 15 30 31 22 19 7 383

トレンチ 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T 41T
サンプル 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7 3-8 4上層 5上層 4区

獣上
4区
獣上
貝

4区
廃土

不明

イボキサゴ 209 62 30 32 18 3 237 259 174 223 136 38 320 166 977 387 373 355 200 444 316 220 1540 2931 193
スガイ 6 1 1 1 2 1 2 1 1
タマキビ
カワニナ 3 1
ウミニナ科 1 1 1 4 1
ツメタガイ 6 7 6 9 1 1 3 6 4 8 5 9 1 5 3 2 15 3 10
アカニシ 1 1 1 1 1 4 2
イボニシ 8 2 1 3 2 2 3 4 4 4
アラムシロ 4 11 1 3 2 1 1 1 1 2 1 3 5 6 14 2
バイ 2 1 1 1 17
ハイガイ 1
サルボオ 1 1 1 1 2 1 1
マガキ 2 1 5 3 1 2 3 4 1 4 2 1 13 1 4 11
イシガイ科 1
シオフキ 7 2 29 72 33 10 2 6 12 18 23 21 30 9 7 12 9 6 81 46 41
バカガイ 2
ミルクイ 1
ヒメシラトリ
マテガイ 11 15 14 1 1 2 5 1 17 1 2 4 4
カガミガイ 1 1 2 1 1 1 2
アサリ 2 1 3 5 2 6 3 3 4 3 6 3 1 3 9 2 2
ハマグリ 80 11 10 4 1 14 34 15 2 2 2 7 12 26 22 30 11 6 5 15 4 40 23 37
オキシジミ 1 1
オオノガイ 1 1 1 1 10
合計 315 78 41 36 19 3 321 420 254 250 146 48 353 216 1043 450 455 386 220 471 387 235 1711 3035 327

全体 ％ 40T ％ 41T ％ 41T ％ ％
堀之内１ 加曽利B 加曽利B～安行１ 時期不明

イボキサゴ 11214 81.8% 1371 55.0% 354 72.0% 6365 86.4% 3124 92.9%
シオフキ 900 6.6% 424 17.0% 9 1.8% 380 5.2% 87 2.6%
ハマグリ 684 5.0% 271 10.9% 106 21.5% 247 3.4% 60 1.8%
ツメタガイ 181 1.3% 77 3.1% 6 1.2% 85 1.2% 13 0.4%
マテガイ 103 0.8% 25 1.0% 0 0.0% 70 1.0% 8 0.2%
他 632 4.6% 326 13.1% 17 3.5% 219 3.0% 70 2.1%
合計 13714 100.0% 2494 100.0% 492 100.0% 7366 100.0% 3362 100.0%

他他のの内内訳訳
バイ 93 0.7% 71 2.8% 0 0.0% 5 0.1% 17 0.5%
アサリ 90 0.7% 32 1.3% 3 0.6% 51 0.7% 4 0.1%
アラムシロ 86 0.6% 28 1.1% 0 0.0% 42 0.6% 16 0.5%
オオノガイ 81 0.6% 67 2.7% 0 0.0% 3 0.0% 11 0.3%
マガキ 67 0.5% 9 0.4% 3 0.6% 44 0.6% 11 0.3%
イボニシ 61 0.4% 28 1.1% 0 0.0% 29 0.4% 4 0.1%
サルボオ 37 0.3% 29 1.2% 0 0.0% 7 0.1% 1 0.0%
カガミガイ 34 0.2% 25 1.0% 1 0.2% 6 0.1% 2 0.1%
アカニシ 20 0.1% 9 0.4% 1 0.2% 8 0.1% 2 0.1%
スガイ 18 0.1% 2 0.1% 8 1.6% 8 0.1% 0 0.0%
ウミニナ科 14 0.1% 6 0.2% 0 0.0% 7 0.1% 1 0.0%
バカガイ 12 0.1% 10 0.4% 0 0.0% 2 0.0% 0 0.0%
カワニナ 5 0.0% 1 0.0% 0 0.0% 4 0.1% 0 0.0%
オキシジミ 5 0.0% 3 0.1% 1 0.2% 1 0.0% 0 0.0%
ハイガイ 3 0.0% 2 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.0%
ヒメシラトリ 3 0.0% 3 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
タマキビ 1 0.0% 1 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
イシガイ科 1 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.0% 0 0.0%
ミルクイ 1 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.0% 0 0.0%

第 14 表　山野貝塚貝種組成
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第３節　脊椎動物遺体

1.分析資料

　分析資料は、40Tと41Tから出土した動物遺存体（貝以外）

を対象とした。40T では、土坑内に北東－南西径 66cm、北

西－南東径 111cm、最大厚 38cm 規模の貝層を検出し、全

量採取が行われた。層位ごとに細かく分けられ、細別層位

ごとに得られたサンプル数は全部で 20 サンプルある。今

回はその内の「40T-4- ①」の１サンプルを扱った。

　41T では、複数箇所でコラムサンプルが採取されてい

て、41T で得られたサンプル数は全部で 27 サンプルある。

今回はその内の「41T-1- ①」、「41T-2- ②」、「41T-2- ④」

の 3 サンプルを扱った。コラムの範囲と深度は、41T-1 が

40cm × 40cm × 5cm、41T-2 が 30cm × 30cm × 5cm である。

　資料の帰属時期は、40T-4- ①が縄文時代後期前葉（堀

之内 1 式期）、41T-1- ①が縄文時代後期中葉（加曽利 B 式

期）、41T-2- ②、41T-2- ④が縄文時代後期中葉～後葉（加

曽利B式～安行1式期）である。採取されたサンプルは、9.5

㎜ /4 ㎜ /2 ㎜ /1mm/0.5 ㎜のメッシュで水洗選別して、微

細資料を回収している。

2. 分析方法

　サンプル中から得られた骨を魚類・哺乳類などに大まか

に分類した後、定めた同定基準を満たす資料を対象に同定

と集計を行った。魚類では、主上顎骨、前上顎骨、歯骨、

角骨、方骨、主鰓蓋骨、椎骨を必須部位とし、分類群によっ

て同定可能なその他の部位についても適宜同定の対象とし

た。哺乳類では、部位の判定が可能なすべての部位を対象

とし、骨幹の全周が残っていない四肢骨や椎体が 1/2 以上

残っていない椎骨等については、同定対象から除外した。

　同定は、出土資料を現生骨格標本と比較することにより

行った。比較には、筆者が所有する標本および奈良文化財

研究所埋蔵文化財センター環境考古学研究室が所蔵する標

本を用いた。種名の記載と配列は、魚類は中坊編（2013）、

哺乳類は阿部監修（2008）に基本的に従った。

3. 分析結果

　同定した動物遺存体は全部で 33 分類群、計 611 点であっ

た（第 16 表）。内訳は、軟骨魚綱 11 点、硬骨魚綱 570 点、

哺乳綱 29 点、爬虫綱 1点であった。

（a）魚類

概要

　出土した魚類は、同定標本数（NISP）で、9.5mm メッシュ

で 15 点、4mm メッシュで 107 点、2mm メッシュで 231 点、

1mm メッシュで 228 点で、同定した分類群は 25 分類群で

あった。同定結果を第 17 表に示す。

イボキサゴ殻径 ハマグリ殻長 シオフキ殻長 ツメタガイ殻径

堀之内1 加曽利B 加B～安1 加B～安1 堀之内1 加曽利B 加B～安1 堀之内1 加B～安1 後期

㎜ 40T-3 41T-1 41T-2 41T-3 ㎜ 40T-2・3 41T-1 41T-2・3 40T 41T-2・3 40T・41T

-8.0 -10.0

-9.0 -15.0 1 1

-10.0 -20.0 3 1

-11.0 2 2 -25.0 6 5 1 1

-12.0 8 1 6 1 -30.0 13 1 11 1 6

-13.0 9 3 13 3 -35.0 10 1 1 4 11 9

-14.0 8 3 15 13 -40.0 6 5 13 34 7

-15.0 4 1 20 4 -45.0 1 8 2 4 19 6

-16.0 4 28 12 -50.0 5 8 9 3 20 2

-17.0 1 23 4 -55.0 9 8

-18.0 1 8 1 -60.0 5

-19.0 1 1 -65.0 5

-20.0 -70.0 1 1

-21.0 -75.0 1 4

-22.0 -80.0 1

-23.0 -85.0 1

-24.0 -90.0 2

標本数 36 9 116 39 標本数 37 23 46 44 94 33

平均 13.10 13.62 14.79 14.67 平均 33.24 42.63 54.74 32.45 41.16 33.53

標準偏差 1.45 1.84 1.73 1.47 標準偏差 11.50 4.18 13.90 8.85 6.07 8.08

第 15 表　山野貝塚貝類計測値分布

脊椎動物門Vertebrata サバ属 Scomber  sp.

軟骨魚綱Chondrichthyes カツオ Katsuwonus pelamis
板鰓亜綱Elasmobranchii spp. マグロ族 Thunnini sp.
エイ上目 Batidoidimorpha sp. ヒラメ科 Paralichthyidae sp.
アカエイ科 Dasyatidae sp. カレイ科 Pleuronectidae sp.

硬骨魚綱Osteichthyes ウシノシタ科 Cynoglossidae sp.
ウナギ属Anguilla  sp. フグ科 Tertraodontidae sp.
カタクチイワシEngraulis japonica 爬虫綱Reptilia
ニシン科Clupeidae sp. ヘビ亜目 Serpentes sp.
マイワシSardinops melanostictus 哺乳綱Mammalia
サヨリ属 Hyporhamphus  sp. モグラ科 Talpidae sp.
ダツ科 Belonidae sp. 食肉目 Carnivora sp.
スズキ属Lateolabrax  sp. タヌキNyctereutes procyonoides
アジ科 Carangidae sp. イノシシSus scrofa
ブリ属 Seriola  sp. ニホンジカCervus nippon
コショウダイ属 Plectorhinchus  sp. ネズミ科Muridae sp.
ニベ科 Sciaenidae sp. ノウサギ Lepus brachyurus
キス属 Sillago sp.

タイ科Sparidae sp.
マダイ亜科Pagrinae sp.
クロダイ属Acanthopagrus  sp.

第 16 表　山野貝塚から出土した動物遺存体の種名
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魚類組成

　遊離歯や鱗を除いた同定標本数の集計結果を第 18 表に

示す。各サンプルとも全体の資料のごく一部の分析結果の

みであり、分析した各サンプルにおいて、カット毎に骨の

出土傾向にどの程度ばらつきがあるかないか等の基本的な

検討が現時点ではできていない。そのため、時期ごとの傾

向などを明瞭に把握するには慎重に検討する必要がある

が、生息・生態環境に基づいて類型化した魚類組成を概観

すると（第 31 図）、利用された魚類の傾向には時期差が認

められる可能性がある。

　40T-4- ①（NISP=149、縄文時代後期前葉）では、ニシ

ン科（マイワシ含む）やアジ科を中心とした表層域を回遊

する小型魚類が 88％を占めており、その他の類型は 5％以

下であった。41T-1- ①（NISP=54、後期中葉）では、表層

域回遊の魚類が 65％で、ニシン科を主体としつつ、サバ

属の比率がやや増えている。そして、エイ上目を中心とし

た内湾に定住する魚類（内湾定置）が 13％、クロダイ属

などの内湾～河口域の汽水環境を好む魚類（河口～内湾）

が 9％、板鰓亜綱やマダイ亜科などの沿岸からやや離れた

湾中央部付近から外湾にかけて生息する魚類（湾央～外湾）

が 9％であった。41T-2（NISP=45（②と④の合計値）、後

期中葉～後葉）では、スズキ属とクロダイ属を中心とする

河口～内湾の魚類が 36％で最多となっており、アジ科や

サバ属が中心の表層域回遊の魚類が 27％、ヒラメ科やウ

シノシタ亜目を中心とした内湾定置の魚類が 27％で次い

だ。

（b）哺乳類・爬虫類

　出土した哺乳類は、同定標本数で、9.5mm メッシュで 16

点、4mm メッシュで 5点、2mm メッシュで 4点、1mm メッシュ

で４点で同定した分類群は７分類群であった。同定結果を

第 19 表に示す。今回のサンプル中からは種組成やその時

期的な変化を検討するに足る資料数は得られなかったが、

哺乳類ではニホンジカやイノシシの他に、モグラ科、タヌ

キ、ネズミ科、ノウサギを確認した。爬虫類では、ヘビ亜

目の肋骨を検出した。

4. 考察

魚類利用の特徴　

　今回提示した分析結果は、サンプル全体のごく一部の結

果のみに基づいていることに重々留意する必要があり、本

稿で示した傾向が山野貝塚における各時期の魚類利用の特

徴を正しく反映しているかどうかについては、慎重に検討

しなければならない。

　そんな中、後期前葉でニシン科が突出して多く、アジ科

やサバ属がそれに次ぐ傾向や、後期中葉になると前時期に

比して、アジ科が減少して、タイ科（クロダイ属・マダイ

亜科）が多くなる傾向（％ NISP でみた場合）などは、過

去の報告例とも大きくは矛盾していない（樋泉・服部・小

川 2016）。

　また、後期中葉～後葉に、ニシン科の比率が激減（4.4％）

しているが、これについては未分析である他のサンプルと

の比較を通して、傾向を精査していく必要がある。現状で

は、後期後葉を含む当該時期にニシン科の利用が急に低調

になったとは断言できない。

　尚、エイ・サメ類、ニシン科、アジ科、サバ属、スズキ属、

クロダイ属などがみられる様相は基本的には東京湾東岸の

縄文後期貝塚に一般的なものであるが、本遺跡では、マグ

ロ族やカツオのような外洋性の強い魚種、コショウダイ属

などの岩礁域付近に生息する魚種などもみられた。これら

の魚類は本遺跡より奥部に所在する内湾性貝塚からの出土

は稀であり、山野貝塚での魚類利用が遺跡周辺の湾口的な

環境を反映したものであった可能性を示していると思われ

る。

　今後、残りのサンプルの精査等を通して、山野貝塚にお

けるより具体的な動物利用について言及していけることを

期待したい。
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40T-4 41T-1 41T-2 41T-2

① ① ② ④

後期前葉 後期中葉 後期中葉～後葉 後期中葉～後葉

板鰓亜綱（ サメ 類） ホホジロザメ 、 ホシザメ 、 カスザメ 湾央～外湾 3 1

エイ上目 アカエイ、 ト ビエイ、 ツバクロエイ 内湾定置 1 4 1

アカエイ科 アカエイ 内湾定置 1

ウナギ属 ウナギ 通し回遊 1

カタクチイワシ カタクチイワシ 表層域回遊 5

マイワシ マイワシ 表層域回遊 8

ニシン科 マイワシ、 コノ シロ、 サッ パ 表層域回遊 ※1 98 28 2

サヨ リ 属 サヨ リ 表層域回遊 1

ダツ科 ダツ、 ハマダツ 表層域回遊 1 1

スズキ属 スズキ、 ヒラスズキ 河口～内湾 1 10 1

アジ科 マアジ、 マルアジ 表層域回遊 16 4

ブリ 属 ブリ 、 ヒラマサ 湾央～外湾 1

コショ ウダイ属 コショ ウダイ 沿岸岩礁域 1 1

ニベ科 ニベ 内湾定置 1 1

キス属 シロギス、 アオギス 内湾定置 3 1

タ イ科 クロダイ、 マダイ 河口～内湾 ※2 1 1 1

マダイ亜科 マダイ、 チダイ 湾央～外湾 1 2

クロダイ属 クロダイ 河口～内湾 3 4 2 2

サバ属 マサバ、 ゴマサバ 表層域回遊 3 5 6

カツオ カツオ 外洋性 1 2 2

マグロ族 クロマグロ 外洋性 1

ヒラメ 科 ヒラメ 内湾定置 1 1 2 2

カレイ科 アカガレイ、 ホシガレイ 内湾定置 1

ウシノ シタ亜目 ササウシノ シタ 、 クロウシノ シタ 内湾定置 1 1 2 2

フグ科 ト ラフグ、 マフグ その他 1

硬骨魚綱種不明 - - 1 5 5 1

合計 150 59 41 10

※1 上位の分類群までしか同定できなかったため、 出土を確認したマイワシを基準とした。

※2 上位の分類群までしか同定できなかったため、 １ 番出土量の多かったクロダイを基準とした。

軟骨魚綱

硬骨魚綱

出土分類群 関東地方に生息する 主要魚種 生息環境別の類型

第 18 表　魚類遺存体の集計結果（NISP）

その他
   1%

外洋性
    1%湾央～外湾

     1%
沿岸岩礁
     1%

内湾定置 
     5%

表層域回遊
      88％

河口～内湾
        3%

通し回遊 
    0%

後期前葉（NISP=149）

その他
   0%外洋性

    4%

湾央～外湾
        9%

沿岸岩礁
      0%

内湾定置
     13%

表層域回遊
        65%

河口～内湾
        9%

通し回遊
      0%

後期中葉（NISP=54）

その他
    0%

外洋性
    4%湾央～外湾

        4%

沿岸岩礁
      2%

内湾定置
      27%

表層域回遊
        27%

河口～内湾
        36%

通し回遊
     0%

後期中葉～後葉（NISP=45）

第 31 図　生態・生息環境分類に基づく魚類組成（NISP）※種不明の分類群は除外した



第 19 表　哺乳類遺存体の同定結果

写真　動物遺存体
1：エイ上目・椎骨、2：ダツ科・腹椎、3：ニシン科・尾椎、4：ニベ科・尾椎、5：キス属・尾椎、6：サヨリ属・腹椎、

7：ウシノシタ亜目・尾椎、8：タイ科・第 1椎骨、9～ 12：クロダイ属 [9：前上顎骨（R）、10：主上顎骨（L）、11：歯骨（L）、12：口蓋骨（L）]、

13 ～ 14：マダイ亜科 [13：主上顎骨（L）、14：上後頭骨 ]、15 ～ 17：スズキ属 [15：歯骨（R）、16：主上顎骨（R）、17：主鰓蓋骨（R）]、

18：ブリ属・腹椎、19 ～ 24：アジ科 [19：腹椎、20：尾椎、21：稜鱗、22：主上顎骨（R）、23：角骨（L）、24：方骨（L）]、

25 ～ 26：サバ属 [25：腹椎、26 尾椎 ]、27 ～ 28：カツオ [27：腹椎、28 尾椎 ]、29：マグロ族・尾部棒状骨、30：カレイ科・前上顎骨（L）、

31 ～ 33：ヒラメ科 [31：尾椎、32：主上顎骨（L）、33 尾部棒状骨 ]、34 ～ 35：コショウダイ属 [34：歯骨（L）、35：角骨（L）]、

36：フグ科・前上顎骨（R）

40T-4 41T-1 41T-2 41T-2

① ① ② ④

後期前葉 後期中葉 後期中～後葉 後期中～後葉
タヌキ 軸椎 - 1

イノシシ 遊離歯 P or M [1]
角 角幹部 1 1

下顎骨 関節突起 0/1
遊離歯 上顎M2 1/0

p 1/0
d 1/0

距骨 - 1/0
基節骨 d [1]
中節骨 ｄ [1]
顎骨 - [1]

ｐ [3]
ｍ [1]

尺骨 滑車切痕 0/1
大腿骨 ｄ 0/1

ニホンジカ 中手骨/中足骨 ｍ [1]
イノシシ 末節骨 p/d [1]
ノウサギ 中手骨/中足骨 ｄ [1]
食肉目 遊離歯 I [1]

ネズミ科 遊離歯 下顎I [1]
遊離歯 臼歯 [1]
指骨 ｄ [1]

上顎I [1]
下顎I [1]

ネズミ亜科 遊離歯 P or M [1] [1]
ヘビ亜目 肋骨 ｐ [1]

※残存位置の凡例：四肢骨に関して、pは近位端、mは骨幹部、dは遠位端を表す。遊離歯に関して、Iは切歯、Pは前臼歯、Mは後臼歯を表す。
※上記の残存位置が複数認められた場合は「 / 」で示した。「p/d」であれば近位端と遠位端が残る資料であることを表している。
※左右のある部位は、「左/右」で示し、[n]は左右不明の資料である。

モグラ科

哺乳綱種不明

1mm

残存位置

2mm

4mm

9.5mm

ネズミ科

哺乳綱種不明

ニホンジカ 橈骨

肋骨

遊離歯

フルイ 種名 部位
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第７章　山野貝塚炭化種実類

　山野貝塚のトレンチ NO.40 の堀之内１式土器包含層，ト

レンチ NO.41 の加曽利Ｂ式土器包含層および加曽利Ｂ式～

安行１式土器包含層，さらに，トレンチ NO.41 の 4 区排土

と，産出場所・地層不明の堆積物から炭化種子が得られた．

炭化種子は堆積物を乾燥させた後，水流によるフローテー

ションを行い，その浮遊物と沈殿物をそれぞれ 9.5mm、4.0

㎜、2.0 ㎜、1.0 ㎜および 0.5mm 目の篩にかけ，炭化物を

採取した．炭化物を実体顕微鏡下で観察し，炭化種子片を

拾い集め，同定を行った．

　その結果，後期中～後葉の炭化物から，ゴヨウマツ近似

種 Pinus cf. parviflora種皮，コナラ属 Quercus 子葉，オニ

グルミ Juglans mandshurica var. sachalinensis 果皮，トチ

ノキ Aesculus turbinata 種皮，ムクロジ Sapindus mukorossi

種皮、キハダ Phellodendron amurense 種子が検出された（第

20 表）．このうち，完形で産出したキハダ種子以外は，破

片で産出した．第20表では，完形にした場合の個数を示し，

1 個に満たない場合も１と表記した．炭化種子のうち，オ

ニグルミ果皮が最も多く，次いでムクロジ種皮が多かった．

　ゴヨウマツ近似種種皮は，3.5mm × 4.0mm の破片（第 32

図 -1）で，厚さ 0.6mm，表面には縦にやや不規則に配列す

る細長い表皮細胞がみられる（第 32 図 -5）．表皮細胞の

形態や種皮の厚さはゴヨウマツに似るが，破片での産出な

のでゴヨウマツ近似種と同定した．オニグルミ果皮は 8～

15mm 程度の破片で産出した．緻密で堅く，厚さは 1mm か

ら 3mm 程度まで変化し，表面には低い凹凸があり（第 32

図 -2），中央に溝がある低い網目状隆線が走る．果皮内側

には 2 枚の子葉を隔てる隔壁がある（第 32 図 -3）．コナ

ラ属子葉は高さ 12.5mm の広楕円体で，表面は平滑．キハ

ダ種子は半月状倒卵形で，側面観は高さ 4.5mm，幅 2.3mm，

上下方向に細長い網目状の隆線が走る（第 32 図 -7）．ム

クロジ種皮は高さ 10mm 程度の球形で外側および内側の表

面は平滑（第 32 図 -4）．種皮外層は厚さ 0.6mm の柵状組

織から構成され，種皮内層は緻密で堅く 0.6 ～ 0.7mm 厚，

種皮基部に直径約 2mm の臍がある（第 32 図 -6）．

　コナラ属，オニグルミ，トチノキは，種子が食用として

利用されていたと考えられるが，同時代に最もよく利用さ

れていたと考えられるクリは検出されなかった．キハダは

薬や香辛料として利用された可能性がある．ムクロジは果

皮にサポニンが含まれており，石鹸として利用された可能

性がある．近接する宮ノ越貝塚のほぼ同時代の地層からは

コナラ属子葉とトチノキ種皮が多く検出されたが，本遺跡

では，それらは少なく、宮ノ越貝塚からは検出されなかっ

たオニグルミ果皮とムクロジ種皮が多かった．

第 20 表　山野貝塚貝層から検出された炭化種実類リスト
トレンチ サンプル番号 時期 検出された炭化種実類（図の番号）

40 土坑内貝層 2 堀之内1 オニグルミ果皮1（第32図-2）
40 土坑内貝層 4-① 堀之内1 不明種子1
40 土坑内貝層 6-③ 堀之内1 クルミ果皮2，不明種子1
40 土坑内貝層 6-⑥ 堀之内1 オニグルミ果皮1（第32図-3）
41 1-① 加曽利B ゴヨウマツ近似種種皮 1（第32図-1, 5），オニグルミ果皮 1，ムクロジ種皮 1
41 1-② 加曽利B オニグルミ果皮 1
41 2-④ 加曽利B～安行１ オニグルミ果皮 1
41 2-⑤ 加曽利B～安行１ オニグルミ果皮 1，不明種子 1
41 3-④ 加曽利B～安行１ オニグルミ果皮 1
41 3-⑤ 加曽利B～安行１ オニグルミ果皮 1
41 3-⑥ 加曽利B～安行１ オニグルミ果皮 1，トチノキ種皮 1，不明種子 1
41 3-⑦ 加曽利B～安行１ コナラ属子葉 2，不明種子片
41 4区排土一括 コナラ属子葉 1，オニグルミ果皮 1，ムクロジ種皮 3（第32図-4, 6）

不明 不明 キハダ種子 1（第32図-7）

第 32 図　山野貝塚出土の炭化種実類

1：ゴヨウマツ近似種種皮

2：オニグルミ果皮表面

3：オニグルミ果皮内面

4：ムクロジ種皮内面

5: ゴヨウマツ近似種種皮表面（第 32 図 -1 の拡大）

6：ムクロジ種皮基部断面

（臍孔の周囲の柵状の種皮外層と緻密な種皮内層を示す）

7：キハダ種子

スケールは 1,6，7 が 1 mm，2 ～ 4 が 5 mm，5 が 200 μ m．



１．26 Ｔ完掘 (東→ )

３．28 Ｔ完掘 (南→ )

２．27 Ｔ完掘 (北西→ )

図版１宮ノ越貝塚①

４．貝層検出状況

５．30 Ｔ南サブトレ貝層状況① (南西→ ) ６．30 Ｔ東サブトレ貝層状況② (西→ )

７．30 Ｔ東サブトレ遺物出土状況 (西→ ) ８．30 Ｔ東サブトレ遺物出土状況近影 (西→ )

写 真 図 版



１．31 Ｔセクション (南東→ )

３．31 Ｔ完掘 (西→ )

２．31 Ｔ完掘 (東→ )

図版２宮ノ越貝塚②

４．31 Ｔ遺構確認状況 (南東→ )

５．32 Ｔ遺構確認状況 (北東→ ) ６．32 Ｔ完掘状況 (東→ )

７．32 Ｔ遺物出土状況 (西→ ) ８．第５次調査区全景 (東→ )



１．40 Ｔ完掘 (北→ )

３．40 Ｔ完掘 (南→ )

２．40 Ｔ完掘 (南→ )

図版３山野貝塚①

４．40 Ｔ貝層検出状況 (西→ )

５．41 Ｔセクション (南西→ ) ６．41 Ｔ貝層検出状況① (北→ )

７．41 Ｔ遺物出土状況 (東→ ) ８．41 Ｔ貝層検出状況② (南西→ )



図版４山野貝塚②

１．41 Ｔ完掘 (南→ ) ２．42 Ｔセクション (南西→ )

４.43 Ｔセクション (南西→ )３．43 Ｔ北部遺物出土状況 (南→ )

５.43 Ｔ完掘 (北→ ) ６.43 Ｔ完掘状況 (南→ )

７.43 Ｔ南部遺物出土状況① (南→ ) ８.43 Ｔ南部遺物出土状況② (東→ )



図版５山野貝塚③

１．44 Ｔセクション① (北西→ ) ２．44 Ｔセクション② (南西→ )

４．44 Ｔサブトレ状況 (北→ )３．44 Ｔセクション③ (北西→ )

５．44 Ｔ遺物出土状況 (南西→ ) ６．44 Ｔ完掘 (南→ )

７．44 Ｔ作業風景① (南西→ ) ８．44 Ｔ作業風景② (北東→ )



図版６出土遺物

１．宮ノ越貝塚（３）出土遺物 ２．宮ノ越貝塚（４）出土遺物

５．山野貝塚（８）出土遺物①

３．宮ノ越貝塚（５）出土遺物①

８．山野貝塚（10）出土遺物７．山野貝塚（９）出土遺物

４．宮ノ越貝塚（５）出土遺物②

６．山野貝塚（８）出土遺物②
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所収遺跡名 

ふりがな 

所 在 地 

コー ド 
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因 

市町村 遺跡番号 

宮
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ノ
の
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貝塚
かいづか

 

第２次調査 

千
ち
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ば
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けん
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ケ
が
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うら

市
し

 

下新田
し も に っ た

字
あざ

未園崎
み そ の ざ き

 

1,945 番 1 他 

12229 SG121 35°25’15” 139°59′46″ 

20180313 

～ 

20180314 

19.2 ㎡ 
保存目的 

調査 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

宮ノ越貝塚 縄文 縄文時代 貝層３か所 

縄文土器・石

器，奈良・平安

時代土師器 

調査区東と南側トレンチで貝層を

検出した。 

宮ノ越貝塚
みやのこしかいづか

 

第３次調査 

千
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葉
ば

県
けん

袖
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ケ
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市
し

 

下新田
し も に っ た

字
あざ
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み そ の ざ き

 

1,945 番 2 他 

12229 SG121 35°25’15” 139°59′46″ 

20190305 

～ 

20190315 

80 ㎡ 
保存目的 

調査 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

宮ノ越貝塚 縄文 縄文時代 貝層１か所 縄文土器・石器 調査区南側より貝層を検出した。 

宮ノ越貝塚
みやのこしかいづか

 

第４次調査 

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

 

下新田
し も に っ た

字
あざ

未園崎
み そ の ざ き

 

1,922 番地 

12229 SG121 35°25’11” 139°59′48″ 

20200220 

～ 

20200305 

40 ㎡ 
保存目的 

調査 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

宮ノ越貝塚 縄文 縄文時代 縄文時代住居１軒・土坑３基 
縄文土器・石

器，近世陶磁器 
貝層堆積は確認できなかった。 

宮ノ越貝塚
みやのこしかいづか

 

第５次調査 

千
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1,924 番地 

12229 SG121 35°25’45” 139°59′47″ 

20200714 

～ 

20200831 

130 ㎡ 
保存目的 

調査 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

宮ノ越貝塚 縄文 縄文時代 
縄文時代住居１軒・土坑４基・陥穴１

基 

縄文土器・石

器，弥生土器，

古墳時代土師

器 

貝層堆積は確認できなかった 
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ふりがな 

所収遺跡名 

ふりがな 

所 在 地 

コー ド 
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因 

市町村 遺跡番号 

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

 

第８次調査 
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3,539 番４他 
12229 SG110 35°25’45” 139°59′38″ 

20191204 

～ 

20200202 

 

60 ㎡ 

 

内容確認 

調査 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

 

山野貝塚 貝塚 縄文時代 

縄文時代住居３軒・土坑４基・ 

貝層３か所 

縄文土器・土製

品・石器 
貝層の遺存状況の確認と、貝塚の

時期的な変遷を確認することがで

きた。 

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

 

第９次調査 

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
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市
し

飯富
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字
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山野
さ ん や

3,539 番４他 
12229 SG110 35°25’45” 139°59′38″ 

20211111 

～ 

20211227 

 

40 ㎡ 

 

 

 

内容確認 

調査 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

 

山野貝塚 
貝塚 縄文時代 

縄文時代住居１軒・貝層１か所 縄文土器・土製

品・石器 
深掘調査を実施し、中央窪地の内

容を確認した。 

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

 

第 10 次調査 

千
ち

葉
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県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
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市
し

飯富
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さ ん や

3,533 番３他 
12229 SG110 35°25’43” 139°59′40″ 

20221012 

～ 

20221221 

32 ㎡ 

 

内容確認 

調査 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

 

山野貝塚 貝塚 縄文時代 

縄文時代住居１軒 縄文土器・石器 中央窪地南部の状況を確認した。 

         

要 約 

 宮ノ越貝塚第２次から第５次調査では、北側貝層の北限を調査によって確認した。 

また、比較的撹乱を受けていたが、貝層の内側に相当する部分の地山が窪み、晩期の遺物が主体的に出土し

ていることが判明した。 

 山野貝塚第８次から第 10 次調査では、貝層の高まり部分の外側から内側へ連続するトレンチを設定し、遺跡

の外側から内側へ向けて遺構と遺物の時期が新しくなっていくことを確認した。 

また、中央窪地と貝層の高まり部分の外側の土層堆積状況を確認し、中央窪地内の立川ロームⅥ層より上の

土層が消失していることが調査によって判明した。 

 

 




